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◆
「
熊
本
県
万
能

地
図
」
が
５
年
ぶ

り
に
改
定
出
版
さ

れ
ま
し
た
。
４
月

に
政
令
都
市
と
な

る
熊
本
市
の
中
央

区
は
じ
め
東
西
南
北
の
各

区
分
け
が
明
示
さ
れ
て
い

ま
す
◆
地
方
に
つ
い
て
も

細
か
い
目
配
り
を
し
た
編

集
が
光
り
ま
す
。
当
然
で

す
け
れ
ど
こ
の
５
年
間
に

新
し
く
誕
生
し
た「
ブ
ル
ー

ト
レ
イ
ン
た
ら
ぎ
」
や
「
町

の
駅
ゑ
び
す
畑
」
も
き
ち

ん
と
書
き
込
ま
れ
ま
し
た

◆
「
今
さ
ら
地
図
を
開
か

な
く
と
も
必
要
な
情
報
は

パ
ソ
コ
ン
で
簡
単
に
手
に

入
る
。
高
い
所
か
ら
見
る

よ
う
な
３
Ｄ
表
示
も
迫
力

あ
る
し
便
利
だ
よ
」
と
い

う
声
も
聞
こ
え
て
き
ま
す

◆
た
し
か
に
小
学
生
で
も

自
由
に
操
作
す
る
時
代
。

そ
う
し
た
一
面
が
あ
る
の

は
否
定
で
き
な
い
で
し
ょ

う
。
で
も
、
パ
ソ
コ
ン
に

あ
ま
り
親
し
ん
で
い
な

か
っ
た
り
、
無
縁
の
世
代

だ
っ
て
け
っ
こ
う
い
る
の

も
ま
た
事
実
◆
そ
の
点
、

印
刷
物
は
手
元
に
１
冊
あ

れ
ば
手
軽
に
開
い
て
情
報

を
得
る
こ
と
が
で
き
る
頼

も
し
い
味
方
に
違
い
あ
り

ま
せ
ん
。
地
図
に
限
ら
ず

新
聞
、
雑
誌
な
ど
も
含
む

紙
の
媒
体
の
長
所
と
い
っ

て
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ

う
◆
自
分
の
住
む
地
域
か

ら
周
辺
市
町
村
、
さ
ら
に

は
県
内
全
域
へ
と
視
野
を

広
げ
て
い
く
の
に
も
地
図

は
効
果
的
で
す
。（
Ｘ
）　

　多良木町と北海道南幌町
との姉妹都市交流事業の
一環として、１月２７日～
３０日までの４日間、多良
木町の小学生６年生１０名
が南幌町を訪問しました。
昨年７月には南幌町から
１０名の小学生６年生を受
け入れており、久しぶりの
再会となりました。
　この交流事業は昨年度か
ら始まっており、心豊かで

たくましい児童の育成と、今後の友好交流を図るのが目的です。
　わかさぎ釣りやスキー、スノーモービルの乗車体験など、雪国でし
か味わえない貴重な体験をしてきました。参加した多良木小学校６年
生の執

とりえしょうき

柄翔輝君は「僕はこの南幌町との交流学習に参加して、一番楽
しかったことはスキーです。初めてのスキーでしたが２回、３回転ん
だけれど、すぐにすべれるようになったのでうれしかったです。また、
機会があれば南幌町に行きたいです」と話してくれました。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（写真提供：多良木町役場）　

雪国を満喫～北海道南幌町へ行ってきました～

　１月２９日 ( 日 ) に、あさぎり町一円にて行われた第４２回球磨郡
町村対抗青年団駅伝大会に参加しました。
　この駅伝大会は、各町村青年団はもちろんのこと、青年団員ではな
くても、チームを作って参加することができます。
　大会当日は天気にも恵まれ、過去例に見ないほど参加チーム数も多
く、とても賑わいました。成績はあまり芳しくなかったですが、他町
村と競い合うことがいい刺激となり、来年リベンジすることを誓いま
した。最後になりましたが、多良木町青年団は来年度も文武を問わず、
色々な活動を行っていきますので、ご支援・ご協力をよろしくお願い
します。　　　　　　　　　　　(多良木町青年団 体育部長：安藤 )

来年こそ多良木町青年団リベンジ

す。宮本美津子さんは「ひな祭り、こどもの日のこいのぼり、七
夕の時に国道や施設に飾り付けをしています。最近は高齢化もあっ
て、参加される方が減ったりしていますが、できる時にできる人
ができる事をやろうをモットーに、自主的に活動しています」と
コメント。また現在「たらぎひなまつり散歩道」が交流館石倉を
メイン会場に商店街店舗などで２／１１（土）～３／２０（火）
まで行われています。町の至る所で飾ってあるひな人形は、一般
のご家庭から引き取ってこられたものです。飾らないけども処分
するにはもったいないと感じているひな人形をお持ちの方はぜひ
多良木町商工会　赤川経営指導員（４２）２５２５までご連絡下さい。

　「笑
え び す

美寿のび
る会」（代表：
宮本美津子さ
ん、丸目累子
さん、弥永朝
子さん）を紹
介します。
　多良木町多
良木にある「笑
美寿のびる会」
は、平成１６
年に発足し、
多良木町商工
会女性部の中
で国道２１９
号線沿いにお

店を構えている方々で活動されています。現在の会員数は８５名で

笑
え び す

美寿のびる会

　多良木町青年団
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飲酒運転は絶対に
しない、させない、許さない
　（原稿提供：多良木警察署）

飲
酒
運
転
の
根
絶
！

多 良 木 警 察 署 だ よ り

パソコン・料理教室スタート！！
～宮ヶ野小学校休校校舎を利用して～

　このほど、
多 良 木 町
１１区の１
では宮ケ野
小学校の休
校校舎を利
用してパソ
コン・料理
教室を２月
からスター
トしました。
　昨年の４
月に区民ア
ンケートを
取り、希望
者が多かっ
たので町の
教育振興課
にお願いし
てパソコン
５台を準備
してもらい
ました。
　この教室
は、生涯学
習とは違い、
学びたいこ
とを教え合

う教室で、自宅からパソコンを持ち込んで習う方もおられます。毎週
水曜日に行っています。一方、料理教室は毎月、日曜日にレシピを決
めて行います。多くの参加者が集まり、「区民の憩いの場」としてで
きる限り続けて行きたいと思っています。
　　　　　　　　　　　　　　原稿・写真提供：尾方隆博さん（多良木町）

　2月 16日に、専立寺保育園 (季平聖也 園長 ) にて毎月の行事 (食育
の日 )で初めての試みとなる「ブリの解体ショー」が行われました。

この解体ショー
を実践されたの
は岡原の竹野地
区の窪田商店さ
んで、ブリはこ
の日の朝に水揚
げされ、新鮮な
まま田崎市場か
ら直送された魚
を見事な手さば
きで下ろされま
した。園児達か
らは「すご～い、
大きい」などの
歓声が上がって

いました。窪田さんは「初めてこういう場で魚を下ろし緊張した。こ
の事を通して魚を好きになってもらい、食べ物を大切にする心を持っ
た子供がどんどん増えてくれれば嬉しいです」とコメント。「いろんな
命をいただいて自分達は生きている。そういった気持ち・心などを見
て実感させる事ができたこの行事は子供達にとって本当によかった。
これからもいろんな取組みを考えていきたい」と季平園長。当保育園
では、お昼の給食の時に「食事のことば」を食前と食後 (2 回 ) 全員で
唱和する取組みなどされています。食育の大切さを知る子供達がこれ
からも増え、すくすくと成長していってほしいです。

食育の日「ブリの解体ショー」開催
　　　　　　専立寺保育園

　毎年本校小学部
では、学習発表の
場として影絵に取
り組んでいます。
今年は「金のが
ちょう」を題とし
て、前半は人形操
作を中心にセリフ
や歌をみんなで分
担して行い、後半
はステージ前に出
てダンスや学期演
奏を行いました。
練習期間は４週間
ありましたが、そ
の間、近隣小学校

の人を招いてお互いの発表を見たりと交流を深めました。
発表会当日は、家族や知り合いの人達５０人ほどの前で堂々と発表す
ることができ、大きな拍手をもらい、みんな満足そうな顔で終ること
ができました。

　 小 学 部 学 習 発 表 会　
　　　　　　　　　　
～影絵、金のがちょう～

球磨養護学校


